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＜大見出し＞
１８０名
会場いっぱい

小中一貫校計画説明会で疑問・不安・批判の声あい
つぐ
――平成２２年度の開校は断念

＜リード＞

　去る９月１７日、３中の多目的ホールで教育委員
会主催の小中一貫校計画の説明会がおこなわれ、平
日の午後３時という時刻にかかわらず、武蔵野小・
３中の教員、保護者など会場いっぱいの約１８０名
が参加しました。時間のほとんどをつかい教育委員
会が中間報告の内容を説明しましたが、参加者から
は、疑問・不安・批判の声がだされ、教育委員会は
「今日のご意見をしっかり受け止めさせていただき
ます」といわざるをえませんでした。

＜本文＞

●教育委員会の説明①－－どうして小中一貫校が必
要なのか

教育委員会は「小中一貫校の開設の意義」として７
つの点を説明しました。

①子どもの個性や能力の一層の伸長
９年間同じ学校で、ずっと同じ教員が（構成は変わ
るが）子どもを見ていける。そうすれば一人一人の
可能性や能力がもっとのばせる。

②子どもの豊かな人間性・社会性の育成
９学年の子どもが一緒なので、多学年のかかわりが
できる。子どもと教師が多くなるのでいろんな人に
触れることができる。

③学力の向上
小学校の勉強が十分でないまま中学校に上がるとい
う現状があり、それへ対応できる。９年間のきめこ
まかいカリキュラムをつくるので学力をあげること
ができる。

④生活指導上の問題（いじめなど）への迅速・的確
な対応
９年間ずっとを先生が見られる。いじめなどの状況
を全体でつかめる。小学校６年生、中学校３年生と
いう２つのかたまりを、前期（１～４年）、中期（
５～７年）、後期（８、９年）という３つのかたま
りにするので、きめこまかい対応ができるようにな
る。

⑤中学１年生の不安の解消
中学校にあがることで子どもの意識が高まるという
こともあるが、羽村の現状では不適応を起こしてい
る子どもがいて、それを解消できる。

⑥創意・工夫を生かした教育活動
小さい子と大きい子が一緒の教育活動ができるよう
になる。

⑦学校と地域の連携強化
町内会と小学校、中学校がそれぞれつきあうのでは
なく、一つの学校とのつきあいになるのでより深い
連携ができるようになる

●説明②。７つの意義をあげるために、どんな学校
にするのか

次に、上記の意義を達成するためにどんな学校にす
るのかの説明がおこなわれました。（あくまでも検
討段階だそうです）

①６・３制から４・３・２制へ。
前期は「学級担任制」（担任の先生が全教科を教え
る）で基礎・基本を身に付ける。中期は「教科担任
制」（教科ごとに先生がかわる）と一部学級担任制
にし、応用力を身に付ける。後期は、教科担任制で
より深く学び、高校進学へつなげる。５年生から３
中の校舎で学ぶ。

②独自のカリキュラムをつくる
９年間をとおした「英語学習」、羽村の歴史や文化
を学ぶ「羽村学」、礼儀や規範意識を学ぶ「人間学
」のカリキュラムを独自につくり、社会や道徳の時
間などに使っていく。保護者が子育てについて学ぶ
「親学」を開設していく。

③特別支援学級の設置
むさしの学級、Ｅ組のような特別支援学級はひきつ
づき設置する。栄小のくぬぎ学級をどうするかはこ
れから検討する。

④部活動の充実
小学校の先生にも部活動の指導をやってもらう。施
設も両方のものを使うようにする。

⑤学校評議員制度の充実
現在年３回の学校評議員会をより多く開催する。ア
ンケートをとり、外部評価者としての役割をになっ
てもらう。

⑥学区は武蔵野小学区とする。他学区からの通学も
可能にする。
現在３中にかよっている松林・富士見小区域の子ど
もは当分の間、一貫校か２中かどちらかを選ぶ。５
年生から３中校舎で学ぶので、余る武蔵野小の教室
分の人数は、市内全域から通えるようにする。

●説明③　開校の時期
教育委員会は、「一番大事なのは教員、保護者、市
民への説明です。市の方で強引にやろうとは考えて
おりません」と述べ、Ｑ＆Ａの作成など広報活動を
充実するとしました。また、開校時期については「
新学習指導要領との関係もあるので23年、24年とず
っと延びる可能性は非常にあります」と述べました
。

●会場からの質問――４名の先生と保護者１名が質
問

Ｑ．どうして４・３・２に分ける必要があるのか？
三鷹市の小中一貫校では「どうして６年生が最高学
年を経験しないのか？」との声で、もとの６・３制
にしたようだが。

Ａ．早稲田大学の先生に講演をしてもらい、身体的
な特徴、精神的な成長などから６・３制が難しくな
っていると話をうけた。また、小学校６年生が最高
学年で過ごすことの大切さも十分わかっているが、
中１の不適応が大きな問題だ。

Ｑ．現在３中学区の松林・富士見小の子どもたちは
どうなるのか？他校とカリキュラムなどでギャップ
が生じるのではないか？

Ａ．学区の問題は今後検討していくが、あくまでも
保護者に選んでもらう。それから小学校６年生から
の編入も当然ありえる。東小の卒業生が羽村学園に
来るなど。

Ｑ．カリキュラムはどのように決められていくのか
？今後の具体性が見えない。

Ａ．新しい学習指導要領にともなって、平成２３年
に小学校、２４年に中学校で教科書が採択される。
その教科書にそって指導計画をつくっていく。また
、遅くとも来年度中には最終報告を出したい。そこ
が見えた段階で、具体的に（スケジュールを）示し
ていく。

Ｑ．小1（６歳）から中３（１５歳）までの子どもが
一緒になると、体の大きさや体力も違いすぎるので
大変なことが多々考えられる。運動会は一緒にでき
るのか？部活動は？

Ａ．（運動会が一緒というのは）足立区の事例を言
った。三鷹ではそれぞれの学校でやっている。部活
動は５年生から参加させるかどうか検討課題だ。た
だし大会にはでられません。

Ｑ．小学校は授業が４５分、中学校は５０分だが、
合同の動きをとるために合わせるのか？

Ａ．例えば中学校を４５分にして７時間授業にした
り、小５，６を５０分にするということも考えられ
る。今後つめます。

Ｑ．小学校の児童会は６年生を中心にしてリードし
ながらやっているがどうなるのか？制服はどうなる
か？

Ａ．児童会は足立区では５年生から同じ組織でやっ
ている。制服は何年生からにするか検討課題です。

Ｑ．やっと１回目の説明が開かれた。こういう時間
だから参加できない人も多い。２回目、３回目を開
くべきでは？

Ａ．それはその通りです。まずは武蔵野小と３中に
対してやった。段階的に市内全体に説明する。

Ｑ．栄小のくぬぎ学級をなくす可能性もあるような
話だが、歩いて通える距離にあることが大事では？

Ａ．保護者と十分に話し合いを深めながらやってい
く。

Ｑ．２学期制が学力低下の原因では？見直すべきで
は？

Ａ．２学期制は５年目を迎えたので、子ども、保護
者、先生の声をきいて検証していく。課題があれば
改善していく。

保護者からの発言「分かりやすい授業、分かりやす
い学校制度を」
（文意をそこなわないよう若干構成しました）

　二期制のことについてお話しを聞きたいと思い立
ち上がりました。うちの子中２ですから、小学校の
途中で二期制になりましたね。たいした説明もない
まま二期制に入ってしまい、どうなるのかなぁと思
っていました。中学に入り、びっくりしました。夏
休み明けてから試験ですよ？なんですかこれ。どこ
が学力の保証ですか。休みのとき勝手に勉強しろ？
ようするに「塾に行け」ということじゃありません
か。これが羽村が訴えているすばらしい教育ですか
？

　羽村は今回、学力テストおっこってたでしょう。
それはなにかと言ったらこういう二期制のせいでは
ないですか。親の立場としてはとてもそれを感じま
す。やっぱりテストの前にそれなりに勉強をしてテ
ストを受けさせることが必要でしょう。このやり方
じゃ全然学力は保証されない。小中一貫で４・３・
２に区切って、学力を上げる？そんなの上手くいく
わけないでしょう。

　子どもは小学校６年生のときに一番上に立って、
責任を果たして、中１の壁をうけながらも成長して
いくんです。だらだらと９年間をすごせばいいって
もんじゃないんです。保育園という節目、小学校と
いう節目、中学という節目。節目を越えて子どもは
成長するんです。こんな中途半端な一貫教育なんか
必要ないんです。私たち親としては分かりやすい授
業、わかりやすい学校制度を期待したいと思います
。よろしくお願いします。
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小中一貫校計画は撤回し、学力、いじめ、不登校な
どの解決には何が必要なのか議論しなおすべきです

　今回の説明会に参加して一番つよく感じたのは、
なぜ小中一貫校が必要なのかについての教育委員会
の説明は全く説得力がなかったということです。ほ
とんどの時間を費やしての説明にも、参加者からは
納得の声はきかれませんでした。まず小中一貫校を
やることが決まっていて、それを正当化するために
色々と理由を後からくっつけているのではないかと
感じました。また、教育委員会に対して、先生や保
護者から不信の声が大きいということも感じました
。
　現場の先生からは教育を向上させるためには、少
人数学級の実現、提出書類の簡素化、２期制の見直
しなどが必要との声があがっています。小中一貫校
の設立という大規模なシステム構築にエネルギーを
ついやすよりも、少人数学級をできるところから始
めていく、提出書類を簡素化するために実態をよく
つかむ、２学期制の見直しをはかっていくことなど
、教育委員会は先生と保護者の声を正面からうけと
めて、信頼を回復しながら、教育の地道な改善をは
かっていくことがまず必要ではないでしょうか。
　そして、学力やいじめ、不登校などの解決にどう
とりくむか、行政・教師・保護者がともに議論を深
める中で、大きなシステムの問題についても考えて
いくことが必要だと考えます。

１８０
名

会場い
っぱい

　去る９月１７日、３中で教育委員会主催の小中一貫校計画の説明会が

おこなわれ、平日の午後３時という時刻にかかわらず、武蔵野小・３中

の教員、保護者など会場いっぱいの約１８０名が参加しました。

　時間のほとんどをつかい教育委員会が中間報告の内容を説明しました

が、参加者からは、疑問、不安、批判の声がだされ、教育委員会は「今

日のご意見をしっかり受け止めさせていただきます」といわざるをえま

せんでした。

教育委員会の説明－－どうして小中一貫校
が必要なのか？

　教育委員会は「小中一貫校の開設の意義」として７つの点を説明しました。

内容を要約してお伝えします。

①子どもの個性や能力の一層の伸長

　９年間同じ学校で、ずっと同じ教員が（構成は変わるが）子どもを見てい

ける。そうすれば一人一人の可能性や能力がもっとのばせる。

②子どもの豊かな人間性・社会性の育成

　９学年の子どもが一緒なので、多学年のかかわりができる。子どもと教師

が多くなるのでいろんな人に触れることができる。

③学力の向上

　小学校の勉強が十分でないまま中学校に上がる子どももおり、それへ対応

できる。９年間のきめこまかいカリキュラムをつくるので学力をあげられる。

④生活指導上の問題（いじめなど）への迅速・的確な対応

　９年間ずっとを先生が見られ、いじめなどの状況を全体でつかめる。小学

校６年生、中学校３年生という２つのかたまりを、前期（１～４年）、中期

（５～７年）、後期（８、９年）という３つのかたまりにするので、きめこま

かい対応ができるようになる。

⑤中学１年生の不安の解消

　中学校にあがることで子どもの意識が高まるということもあるが、羽村の

現状では中１で不適応を起こしている子どもがいて、それを解消できる。

⑥創意・工夫を生かした教育活動

　縦割り活動など、小さい子と大きい子が一緒になった教育活動ができるよ

うになる。

⑦学校と地域の連携強化

　町内会と小学校、中学校がそれぞれつきあうのではなく、一つの学校との

つきあいになるのでより深い連携ができるようになる。

…ということだそうです。皆さんいかがでしょうか？

　説明されている内容は必要なこともあると思いますが、６・３制でなぜこ

れらが出来ないのか？教員は６年以内に異動なのにずっと見れるのか？など

など様々な疑問がわき、説得力ある説明にはなっていないと思います。

どんな学校をつくるのか？

　次に、上の意義を達成するためにどんな学校にするのかについて、説明が

おこなわれました。（内容は、あくまでも検討段階だそうです）

＜裏面へ続く＞

①６・３制から４・３・２制へ。

　前期は「学級担任制」（担任の先生が全教科を教える）で基礎・基本を身

につける。中期は「教科担任制」（教科ごとに先生がかわる）と一部学級担

任制にし、応用力を身につけ、後期は、教科担任制でより深く学び、高校進

学へつなげる。５年生から３中の校舎で学ぶことにする。

②独自のカリキュラムをつくる

　９年間をとおした「英語学習」、羽村の歴史や文化を学ぶ「羽村学」、礼儀

や規範意識を学ぶ「人間学」のカリキュラムを独自につくり、社会や道徳の

時間などに使っていく。保護者が子育てについて学ぶ「親学」を開設してい

く。

③特別支援学級の設置

　むさしの学級、Ｅ組のような特別支援学級はひきつづき設置する。栄小の

くぬぎ学級をどうするかはこれから検討する。

④部活動の充実

　小学校の先生にも部活動の指導をやってもらう。施設も両方のものを使う

ようにする。

⑤学区は武蔵野小学区とし、他学区からも通学可能にする。

　現在３中に通っている松林・富士見小区域の子どもは当分の間、一貫校か

２中かどちらかを選ぶ。５年生から３中校舎で学ぶので、余る武蔵野小の教

室分の人数は、市内全域から通えるようにする。

…ということです。他学区からの通学を可能にすることは、一貫校と他の

小・中学校との条件格差を考慮してのことなのでしょう。しかし例えば小作

の方から子どもは通えるのでしょうか？また、そもそも公教育において、条

件格差を生み出すことは許されることなのでしょうか。

いつ開校するの？

　教育委員会は、市民への説明、開校時期についてこう述べました。

「一番大事なのは教員、保護者、市民への説明です。市の方で強引にやろう

とは考えておりません」

　（開校時期は）「新学習指導要領との関係もあるので23年、24年とずっと

延びる可能性は非常にあります」

会場からの質問に答える

　残りわずかな時間でしたが質疑応答がおこなわれ、４人の先生と１人の保

護者から質問が出されました。

Ｑ．どうして４・３・２に分ける必要があるのか？三鷹市の小中一貫校
では「なぜ６年生が最高学年を経験しないのか？」との声で、６・３制に変

更したようだが。

Ａ．早稲田大学の先生に講演をしてもらい、身体的な特徴、精神的な成
長などから６・３制が難しくなっていると話をうけた。また、小学校６年生

が最高学年で過ごすことの大切さも十分わかっているが、中１の不適応が大

きな問題だ。

Ｑ．現在３中学区の松林・富士見小の子どもたちはどうなるのか？他校
とカリキュラムなどでギャップが生じるのではないか？

Ａ．学区の問題は今後検討していくが、あくまでも保護者に選んでもら
う。それから小学校６年生からの編入も当然ありえる。東小の卒業生が羽村

学園に来るなど。

Ｑ．小1（６歳）から中３（１５歳）までの子どもが一緒になると、体
の大きさや体力も違いすぎるので大変なことが多々考えられる。運動会は一

緒にできるのか？部活動は？

Ａ．（運動会が一緒というのは）足立区の事例を言った。三鷹ではそれ
ぞれの学校でやっている。部活動は５年生から参加させるかどうか検討課題

だ。ただし大会にはでられない。

Ｑ．小学校は授業が４５分、中学校は５０分だが、合同の動きをとる
ために合わせるのか？

Ａ．例えば中学校を４５分にして７時間授業にしたり、小５，６を５
０分にするということも考えられる。今後話をつめる。

Ｑ．小学校の児童会は６年生を中心にしてリードしながらやっているが
どうなるのか？制服はどうなるか？

Ａ．児童会は足立区では５年生から同じ組織でやっている。制服は何年
生からにするか検討課題だ。

Ｑ．やっと１回目の説明が開かれた。こういう時間だから参加できない
人も多い。２回目、３回目を開くべきでは？

Ａ．それはその通りだ。まずは武蔵野小と３中に対してやった。段階的
に市内全体に説明する。

Ｑ．栄小のくぬぎ学級をなくす可能性もあるような話だが、歩いて通え
る距離にあることが大事では？

Ａ．保護者と十分に話し合いを深めながらやっていく。

Ｑ．２学期制が学力低下の原因では？見直すべきでは？

Ａ．２学期制は５年目を迎えたので、子ども、保護者、先生の声をきい
て検証していく。課題があれば改善していく。

保護者からの発言「分かりやすい授業、
分かりやすい学校制度を」
（文意をそこなわないよう若干整理しました）

●二期制のことについてお話しを聞きたいと思い立ち上がりました。

うちの子中２ですから、小学校の途中で二期制になりましたね。たい

した説明もないまま二期制に入ってしまい、どうなるのかなぁと思っ

ていました。

●中学に入り、びっくりしました。夏休み明けてから試験ですよ？

なんですかこれ。どこが学力の保証ですか。休みのとき勝手に勉強し

ろ？ようするに「塾に行け」ということじゃありませんか。これが羽

村が訴えているすばらしい教育ですか？

●羽村は今回、学力テストおっこってたでしょう。それはなにかと言

ったらこういう二期制のせいではないですか。親の立場としてはとて

もそれを感じます。

　やっぱりテストの前にそれなりに勉強をしてテストを受けさせるこ

とが必要でしょう。このやり方じゃ全然学力は保証されない。小中一

貫で４・３・２に区切って、学力を上げる？そんなの上手くいくわけ

ないでしょう。

●子どもは小学校６年生のときに一番上に立って、責任を果たして、

中１の壁をうけながらも成長していくんです。だらだらと９年間をす

ごせばいいってもんじゃないんです。保育園という節目、小学校とい

う節目、中学という節目。節目を越えて子どもは成長するんです。

●こんな中途半端な一貫教育なんか必要ないんです。私たち親として

は分かりやすい授業、わかりやすい学校制度を期待したいと思います。

発言には会場から拍手があがりました。

小中一貫校計画は中止し、学力・いじ
め・不登校などの解決に何が必要なのか
市民とともに議論しなおすべき

　　　　　　　　日本共産党羽村市議団

　今回の説明会に参加して一番つよく感じたのは、なぜ小

中一貫校が必要なのかについての教育委員会の説明は全く

説得力に欠けていたということです。ほとんどの時間を費

やしての説明にも、参加者からは納得の声はきかれません

でした。

　また、教育委員会に対して、先生や保護者からの不信の

声が大きいことも強く感じました。

　小中一貫校については全国から様々なメリットとともに

デメリットも報告されています。

　また、現場の先生からは、羽村の教育を向上させるため

には、小中一貫校ではなく、少人数学級の実現、提出書類

の簡素化、２期制の見直しなどが必要との声があげられて

います。

　教育委員会は、「何が何でも小中一貫校を」と突き進むの

ではなく、子どもの成長を第一にした教育の構築のために

何が必要なのかを教員・保護者と一緒になって議論しなお

すことが必要ではないでしょうか。現在の小中一貫校計画

は中止することを求めていきたいと思います。

ご意見お寄せください（０８０－

１０５８－９４５０鈴木まで）

b4用紙と比べ８２％　９ｐｔ＝１１ｐｔ、


